
東京都住宅政策審議会 答申素案（案） 

の構成等について 
 

○答申素案（案）は、企画部会からの第一次報告（平成 27年 2月 9日）で示

された「基本方針」、「８つの目標」、「３つの着眼点」と、第二次報告（平

成 28 年 5 月 11 日）で示された各目標実現のための「施策の方向性」、「立

地に応じた施策のあり方」等を統合し、これまでの住宅政策審議会での意

見等をふまえて、加筆修正したもの。 

 

○答申素案（案）の全体構成 

 

Ⅰ 人口減少社会における住宅政策の基本的考え方 

  １ 居住の場としても魅力的な東京を目指して 

２ 住宅政策をめぐる現状と目指すべき方向 

３ 今後の住宅政策の基本方針 

 

Ⅱ 目指すべき「８つの目標」 
１ 生涯にわたる都民の豊かな住生活の実現に向けた目標 

２ まちの活力・住環境の向上と持続に向けた目標 

 

Ⅲ 目標実現に向けた「３つの着眼点」 
１ 既存ストックの有効活用 

２ 多様な主体・分野との連携 

３ 地域特性に応じた施策の展開１  

 

Ⅳ 具体的な施策の方向 

１ 目標１ 住まいにおける子育て環境の向上 

２ 目標２ 高齢者の居住の安定 

３ 目標３ 住宅確保に配慮を要する都民の居住の安定 

４ 目標４ 良質な住宅を安心して選択できる市場環境の実現 

５ 目標５ 安全で良質なマンションストックの形成 

６ 目標６ 都市づくりと一体となった団地の再生 

７ 目標７ 災害時における安全な居住の持続 

８ 目標８ 活力ある持続可能な住宅市街地の実現 

 

Ⅴ 立地に応じた施策のあり方 

１ 住宅・住宅市街地の状況 

２ 地域別将来イメージと住宅施策 

３ 施策展開のあり方 

 

参考資料 

 

第一次報告 

を基に記述 

第二次報告 

を基に記述 

参考資料－１ 


